
区
　
長

区
役
所
1
階
に
あ
る

城
西
交
通
事
故
相
談
所
は
、
区
で

実
施
し
て
い
る
各
種
相
談
事
業
と

と
も
に
区
報
等
で
周
知
に
努
め
て

お
り
、
今
後
も
P
R
を
工
夫
す
る
。 城西交通事故相談所
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守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
、地
域
住
民

同
士
の
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

よ
る
支
援
へ
の
区
の
考
え
は
。

区
　
長

①
子
ど
も
に
か

か
わ
る
多
く
の
機
関
が
関
係

す
る
複
雑
な
ケ
ー
ス
や
、
虐

待
解
消
に
時
間
が
か
か
る
ケ

ー
ス
が
増
え
て
い
る
。
職
員

や
関
係
者
が
虐
待
発
見
の
目

を
養
う
こ
と
や
、
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
づ
く
り
が
重
要
で
あ

る
。
②
子
ど
も
家
庭
支
援
セ

ン
タ
ー
が
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
ソ

ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
を
踏
ま
え
て
行

っ
て
い
る
関
係
機
関
と
の
調
整
・

支
援
を
一
層
推
進
す
る
。
③
地
域

の
自
主
活
動
を
尊
重
し
な
が
ら
、

活
動
が
広
が
る
よ
う
情
報
提
供
な

ど
に
よ
り
支
援
し
て
い
く
。

電
子
区
役
所
推
進
の
目
的
は

来
年
度
、
電
子
区
役
所
を
進
め

る
目
的
や
、
区
が
考
え
る
内
容
は
。

区
　
長

事
務
の
簡
素
化
・
効

率
化
な
ど
に
よ
る
行
政
改
革
、
I

T
活
用
に
よ
る
住
民
サ
ー
ビ
ス
向

上
、
地
域
の
情
報
通
信
基
盤
の
整

備
な
ど
を
ね
ら
い
と
し
て
い
る
。

平
成
15
年
度
ま
で
に
、
地
域
イ
ン

ト
ラ
ネ
ッ
ト
、
事
務
処
理
シ
ス
テ

ム
、
電
子
申
請
、
住
民
基
本
台
帳

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
及
び
総

合
行
政
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム

の
構
築
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

「
化
学
物
質
リ
テ
ラ
シ
ー
」
を

支
援
す
る
考
え
は
あ
る
か

新
た
な
健
康
不
安
を
抱
え
る
区

民
が
事
業
者
や
行
政
か
ら
の
情
報

を
理
解
し
行
動
す
る
「
化
学
物
質

リ
テ
ラ
シ
ー
」
を
身
に
つ
け
る
た

め
の
支
援
に
つ
い
て
区
の
考
え
は
。

区
　
長

専
門
職
員
の
資
質
向

上
や
最
新
情
報
の
収
集
に
取
り
組

み
、
区
民
へ
の
積
極
的
な
情
報
提

供
や
相
談
体
制
を
図
っ
て
い
く
。

住
民
訴
訟
制
度
の
改
定
に
よ
り

住
民
参
加
が
後
退
す
る
の
で
は

国
会
で
審
議
中
の
同
制
度
改
定

に
よ
っ
て
、
訴
訟
の
長
期
化
や
住

民
参
加
の
点
で
後
退
す
る
の
で
は
。

区
長
会
が
国
へ
要
望
書
を
出
し
た

際
、
ほ
と
ん
ど
議
論
が
な
か
っ
た

と
聞
く
が
、
区
長
の
見
解
は
。

区
　
長

改
定
に
よ
っ
て
、
審

理
の
充
実
に
つ
な
が
る
な
ど
、
住

民
自
治
の
観
点
で
後
退
す
る
も
の

で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

無
所
属
　
む
と
う

有
子

核
兵
器
開
発
企
業
を
黙
認
す
る

政
府
へ
抗
議
の
声
を
上
げ
よ

大
手
光
学
ガ
ラ
ス
メ
ー
カ
ー
の

H
社
は
、
米
国
の
核
兵
器
研
究
施

設
に
主
要
部
品
を
納
入
し
て
い
る
。

ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
の
惨
禍
か

ら
、
包
括
的
核
実
験
禁
止
条
約

（
C
T
B
T
）
を
批
准
し
、
核
実
験

に
つ
な
が
る
行
為
に
は
協
力
し
な

い
義
務
を
負
っ
て
い
る
日
本
政
府

が
、
H
社
の
行
為
を
黙
認
し
て
い

る
こ
と
に
対
し
、
区
は
憲
法
擁

護
・
非
核
都
市
の
宣
言
を
し
た
自

治
体
と
し
て
抗
議
す
べ
き
と
思
う

が
、
ど
う
考
え
る
か
。

区
　
長

憲
法
擁
護
・
非
核
都

市
の
宣
言
を
し
た
自
治
体
の
首
長

と
し
て
、
各
国
が
行
う
核
実
験
に

対
し
て
は
、
そ
の
都
度
抗
議
し
て

き
た
。
核
兵
器
の
開
発
に
つ
い
て

も
、
当
然
に
反
対
で
あ
る
が
、
本

件
は
中
野
区
と
し
て
事
実
確
認
で

き
る
情
報
が
乏
し
い
の
で
、
国
に

対
す
る
働
き
か
け
も
現
在
の
と
こ

ろ
考
え
て
い
な
い
。

入
札
の
制
度
改
革
を
図
れ

横
須
賀
市
は
入
札
制
度
改
革
の

成
功
で
参
加
業
者
は
約
2
倍
に
増

え
、
談
合
情
報
も
な
く
な
る

と
と
も
に
、
契
約
予
定
額
に

対
す
る
落
札
額
の
比
率
が
約

10
％
低
下
し
、
財
政
改
善
に

大
き
な
効
果
が
あ
っ
た
と
聞

く
。
区
も
現
在
の
入
札
制
度

を
見
直
し
、
行
財
政
改
革
の

一
つ
の
柱
と
す
る
考
え
は
な

い
か
。

区
　
長

横
須
賀
市
は
、

13
年
度
か
ら
従
来
の
指
名
競

争
入
札
を
す
べ
て
「
条
件
付
一
般

競
争
入
札
」
と
し
、
電
子
入
札
に

す
る
も
の
で
あ
る
と
承
知
し
て
い

る
。
こ
の
取
り
組
み
は
入
札
の
ひ

と
つ
の
方
法
と
考
え
る
。
公
平
性
、

透
明
性
の
向
上
や
競
争
性
確
保
に

一
層
努
め
、
電
子
自
治
体
の
推
進

に
合
わ
せ
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

お
金
を
か
け
ず
有
効
な

カ
ラ
ス
対
策
を

ご
み
集
積
所
の
カ
ラ
ス
被
害
率

は
、
中
野
区
が
6
・
5
％
に
対
し

て
、
台
東
区
は
1
％
を
切
っ
て
い

る
。
こ
れ
は
清
掃
職
員
の
排
出
方

法
の
徹
底
指
導
や
容
器
の
貸
し
出

し
な
ど
の
対
策
を
同
時
に
講
じ
た

成
果
で
、
し
か
も
予
算
額
は
中
野

区
の
13
分
の
1
と
聞
い
て
い
る
。

中
野
区
は
財
政
難
な
の
に
、
防
鳥

ネ
ッ
ト
に
の
み
大
き
な
経
費
を
か

け
る
べ
き
で
は
な
い
。
台
東
区
の

よ
う
な
総
合
的
な
取
り
組
み
が
必

要
で
は
な
い
か
。

区
　
長

防
鳥
ネ
ッ
ト
は
カ
ラ

ス
被
害
を
少
な
く
し
、
経
費
の
面

で
も
最
適
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
必

要
と
す
る
す
べ
て
の
集
積
所
に
配

付
し
、
対
策
に
万
全
を
期
す
も
の

で
あ
る
。
今
後
は
、
各
戸
収
集
の

モ
デ
ル
事
業
実
施
も
あ
る
の
で
、

指
導
方
法
も
含
め
て
総
合
的
に
取

り
組
み
た
い
。

区
長
は
、
昭
和
25
年
に
区
の
正

規
職
員
に
な
っ
て
か
ら
区
長
も
4

期
、
併
せ
て
50
年
の
長
期
を
区
で

働
い
て
こ
ら
れ
た
。
体
を
張
っ
て

の
仕
事
も
さ
れ
た
が
、
財
務
政
策

の
面
で
の
ポ
ス
ト
に
就
い
て
い
な

い
。
そ
の
経
歴
の
中
で
誇
る
べ
き
、

ま
た
は
、
反
省
す
る
点
も
あ
る
か

と
思
う
。
①
現
在
の
区
財
政
は
、

そ
の
状
況
を
示
す
数
値
を
見
て
も

危
険
水
域
に
入
っ
て
お
り
、
財
政

再
建
団
体
へ
の
転
落
を
避
け
る
た

め
、
極
端
な
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
削

減
と
な
っ
た
。
平
成
9
年
の
長
期

計
画
、
4
年
前
の
選
挙
公
約
は
ほ

と
ん
ど
実
現
し
て
い
な
い
。
職
員

数
は
退
職
者
不
補
充
で
減
ら
す
と

言
っ
た
が
、
今
年
は
勧
奨
退
職
を

45
歳
ま
で
下
げ
た
こ
と
も
あ
り
、

1
0
0
人
を
超
え
る
退
職
者
、
退

職
金
は
30
億
円
を
超
え
区
民
一
人

1
万
円
の
負
担
と
な
る
。
区
民
は

本
当
に
財
政
再
建
な
ど
で
き
る
の

か
と
不
安
だ
と
思
う
。
②
区
長
は
、

非
核
・
反
戦
平
和
運
動
に
、
当
事

国
に
電
報
を
打
つ
だ
け
で
行
動
し

て
い
な
い
。
世
界
の
平
和
が
危
機

の
時
、
積
極
的
に
動
き
、
ア
ピ
ー

ル
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

区
　
長

①
最
近
の
問
題
で
は
、

長
期
計
画
や
実
施
計
画
と
し
て
計

画
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の

施
設
建
設
、
整
備
が
で
き
な
か
っ

た
、
ま
た
、
凍
結
せ
ざ
る
を
得
な

く
な
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
大

変
申
し
訳
な
く
思
っ
て
い
る
。
そ

こ
で
、
身
の
丈
に
あ
っ
た
歳
出
構

造
に
す
る
の
た
め
の
取
組
み
と
し

て
、
昨
年
、
行
財
政
5
か
年
計
画

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
財
政
基
盤

を
安
定
的
に
固
め
た
う
え
、
で
き

る
だ
け
有
効
に
新
し
い
事
業
を
組

み
立
て
て
い
く
努
力
を
し
て
い
き

た
い
。
な
お
、
地
方
交
付
税
、
特

別
区
財
政
調
整
交
付
金
の
問
題
も

あ
り
、
今
後
、
積
極
的
に
国
や
都

に
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。
②
平

和
へ
の
取
組
み
は
、
今
後
も
進
め

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
る
。
核
実
験
に
対
す
る
抗

議
も
小
さ
な
声
を
出
し
続
け

効
果
が
出
る
こ
と
に
期
待
し

て
、
根
気
よ
く
繰
り
返
し
続

け
て
い
き
た
い
。

交
通
事
故
相
談
所
の

利
用
促
進
に
向
け
た
周
知
を

区
役
所
に
は
交
通
事
故
に

関
す
る
相
談
窓
口
が
あ
り
、

相
談
を
受
け
た
方
か
ら
は
、

相
談
員
の
公
平
で
客
観
的
な

指
導
と
助
言
が
喜
ば
れ
て
い
る
。

相
談
件
数
と
し
て
は
そ
れ
ほ
ど
多

く
な
い
と
聞
く
が
、
区
民
に
よ
り

一
層
周
知
さ
せ
る
こ
と
が
望
ま
し

い
が
、
ど
う
か
。

無
所
属
　
近
藤

正
二

区
財
政
再
建
に
向
け
て

区
長
の
政
治
姿
勢
を
問
う

3
月
31
日
を
も
っ
て
、
国
際
交

流
協
会
は
財
団
法
人
か
ら
任
意
団

体
と
な
る
。
こ
れ
ま
で
協
会
で
は
、

60
か
国
を
超
す
外
国
人
が
参
加
し

た
日
本
語
教
室
な
ど
、
全
国
的
に

も
高
い
評
価
を
得
た
事
業
を
行
っ

て
き
た
が
、
①
今
後
、
区
は
国
際

交
流
事
業
を
、
具
体
的
に
ど
う
展

開
す
る
の
か
。
②
任
意
団
体
と
な

る
協
会
に
は
、
区
か
ら
の
運
営
費

補
助
が
必
要
で
は
な
い
か
。

無
所
属
　
鈴
木

光
子

国
際
交
流
協
会
で
の
蓄
積
を

こ
れ
か
ら
の
事
業
に
生
か
せ

区
　
長

①
今
後
は
、
任
意
団

体
に
よ
る
運
営
が
基
本
と
な
る
が
、

実
質
的
に
は
従
来
実
施
し
て
き
た

事
業
を
推
進
す
る
。
②
こ
れ
ま
で

協
会
で
培
わ
れ
た
理
念
や
人
的
資

産
を
継
承
し
つ
つ
、
区
民
の
自
主

的
、
主
体
的
な
活
動
が
、
同
様
に

継
続
で
き
る
よ
う
支
援
し
た
い
。

先
進
的
な
男
女
平
等
施
策
を

条
例
制
定
後
も
一
層
推
進
せ
よ

男
女
平
等
基
本
条
例
制
定

は
、
施
策
推
進
の
集
大
成
だ
。

①
要
望
が
多
か
っ
た
、
苦
情

処
理
の
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン

制
を
導
入
し
な
い
理
由
は
。

②
今
後
の
推
進
に
は
、区
民
の

役
割
が
一
層
大
き
く
な
る
が
、

具
体
的
な
支
援
策
は
何
か
。

区
　
長

①
男
女
平
等
に

関
す
る
申
し
出
は
多
様
で
あ

り
、
情
報
提
供
や
相
談
機
関

と
の
連
携
な
ど
、
き
め
細
か
な
対

応
が
欠
か
せ
な
い
。
苦
情
処
理
の

受
付
か
ら
処
理
ま
で
、
区
が
一
括

し
て
行
う
こ
と
と
し
た
。
オ
ン
ブ

ズ
パ
ー
ソ
ン
制
を
望
む
趣
旨
を
尊

重
し
、
専
門
性
や
第
三
者
性
を
確

保
す
る
た
め
に
、
専
門
委
員
会
を

設
置
す
る
。
②
必
要
な
情
報
や
相

互
交
流
の
場
を
提
供
す
る
ほ
か
、

男
女
共
同
参
画
事
業
を
区
民
と
共

同
で
企
画
す
る
な
ど
、
区
民
の
実

践
活
動
を
支
援
す
る
。

目
標
を
具
体
化
さ
せ
た

環
境
行
政
の
施
策
展
開
を

①
昨
年
策
定
し
た
「
環
境
基
本

計
画
」
は
、
目
標
や
方
向
が
具
体

的
で
わ
か
り
や
す
い
。
14
年
度
予

算
に
は
ど
う
反
映
し
た
の
か
。
②

カ
ラ
ス
対
策
に
、
防
鳥
ネ
ッ
ト
の

貸
し
出
し
だ
け
で
は
、
消
極
的
で

は
な
い
か
。
③
小
学
校
7
校
で
清

掃
車
を
使
っ
た
環
境
学
習
を
実
施

し
た
よ
う
だ
が
、
子
ど
も
の
頃
か

ら
ご
み
問
題
に
関
心
を
持
ち
、
正

し
い
知
識
を
身
に
付
け
る
べ
く
、

こ
れ
を
全
学
校
で
実
施
し
て
は
。

区
　
長

①
清
掃
車
両
に
天
然

ガ
ス
車
を
導
入
し
、
全
庁
舎
に
環

境
配
慮
物
品
を
調
達
す
る
。
ま
た
、

循
環
型
社
会
づ
く
り
の
推
進
の
た

め
、「（
仮
称
）
区
民
・
事
業
者
の

環
境
行
動
計
画
指
針
」
を
策
定
す

る
。
②
経
費
面
か
ら
、
現
在
取
り

得
る
最
適
な
方
法
だ
。
③
学
習
の

成
果
が
家
庭
や
地
域
に
広
が
る
よ

う
、
今
後
、
教
育
委
員
会
と
連
携

し
て
一
層
充
実
さ
せ
た
い
。

子ども家庭支援センター相談窓口

清掃車を使った環境学習（仲町児童館）

防鳥ネットをかけたごみ集積所


